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研究成果の概要：音声対話におけるうなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みを CGキャ

ラクタやロボットなどのメディアに導入することで、身体的インタラクションを促進させ、一

体感が実感できる身体的コミュニケーションシステムを研究開発した。本システム・技術は、

メディアロボット・コンテンツ制作や携帯電話・インターネット等の音声対話インタフェース、

音声認識ソフトへの導入など、広範囲な応用が容易に可能で、うなずく植物「ペコッぱ」など

商品化した。 
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１．研究開始当初の背景 

人は、単に言葉だけでなく、うなずきや身
振りなど身体によるリズムを共有して、互い
に引き込むことで、コミュニケーションして
いる。この身体的コミュニケーションが、一
体感を生み、人とのかかわりを実感させてい
る。とくに引き込みによる身体的インタラク
ションは、乳児期から成立しており、人間コ
ミュニケーションにとって普遍的・本質的重
要性をもっていると考えられる。したがって、
この身体的インタラクション・コミュニケー

ションのメカニズムがヒューマンインタフ
ェースに導入されるならば、真に人間の本性
に基づく身体的コミュニケーションシステ
ムが実現できるものと大いに期待される。 
 
２．研究の目的 
研究代表者は、うなずきや身振りなどの身

体的リズムの引き込みをロボットや CG キャ
ラクタのメディアに導入し、発話音声から豊
かなコミュニケーション動作を自動生成す
ることで、対話者相互の身体性を共有してコ
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ミュニケーションを支援する身体的コミュ
ニケーションシステムのプロトタイプを開
発してきた。 

本研究では、このプロトタイプシステムを
発展させ、身体的コミュニケーションの引き
込みをコミュニケーション場の生成に応用
することで、飛躍的に対話者相互の身体性が
共有でき、一体感が実感できる身体的コミュ
ニケーションシステムを研究開発する。さら
に生活環境でのシステムの研究開発と有効
性の検証を通して、身体的コミュニケーショ
ンシステムを実用的な生活基盤となるシス
テムに発展させる。 

 

３．研究の方法 

乳幼児から母親（育児者）の語りかけに対
して身体動作との引き込みにより言葉を習
得してきた以上、この身体的リズムの引き込
みによる一体感・共有感なくしては、思いが
通い合うのは極めて難しいのではないかと
考えられる。本研究は、対面コミュニケーシ
ョンでは理解した上でインタラクションす
る前に、身体的リズムによる一体感・身体性
の共有という基盤があってこそ、シンボルと
しての音声情報の送受信が心の基底の部分
でやりとりできるというアプローチである。
具体的には、発話音声あるいはタイピングか
らコミュニケーション動作を自動生成する、
研究代表者オリジナルのインタロボット技
術をコミュニケーション場の生成に応用す
ることで、場の生成システムとしてプロトタ
イプシステムを進展・融合させ、集団インタ
ラクション・コミュニケーションシステムへ
と応用展開し、飛躍的に対話者の身体性が共
有でき、一体感が実感できる身体的コミュニ
ケーションシステムを研究開発している。 

 

４．研究成果 
(1) 発話音声でオブジェクトとキャラクタ

が引き込み反応する身体的プレゼンテ
ーションシステム 

 講演者が指示する文字や図、ロゴなどのプ
レゼンテーションスライド上のオブジェク
トが、講演者の音声に基づいてうなずきなど
の引き込み反応することで、講演者と聴講者
の一体感や情報伝達効果を高めるプレゼン
テーションシステムのコンセプトを提案し、

そのプロトタイプを開発した（図１）。さら
に講演者が指示するスライド上のオブジェ
クトや配置キャラクタが、講演者の音声に基
づいて話し手動作や聞き手動作などの引き
込み反応動作をすると共に、講演者のボタン
押下タイミングでうなずき動作をする実用
的な身体的プレゼンテーションシステムを
開発し、プレゼンテーション支援への有効性
を示した。 
 
(2) タイピング駆動型身体引き込みキャラ

クタチャットシステム 
タイピングから生成するキャラクタの身

体動作によってインタラクションを支援す
る、タイピング駆動型身体引き込みキャラク
タチャットシステム InterChat を開発し、そ
の有効性を示した（図２）。さらに InterChat
でメッセージと身体動作が時間的に切り離
されて伝達されている点に着目し、全ての参
加者間で入力情報を同期表示することで、入
力情報を伴ったキャラクタのインタラクシ
ョンを確認することができる新たなキャラ
クタチャットシステムを開発して、その有効
性を示した。 

 
(3) うなずき反応モデルを重畳したアバタ

を介する身体的コミュニケーションの
合成的解析 

対話者相互のインタラクションが促進さ
れると期待される条件下での身体的コミュ
ニケーションを合成的に解析するために，身
体的バーチャルコミュニケーションシステ
ムにうなずき反応モデルを重畳したシステ
ムを新たに開発した。さらに本システムを用
いて対話者のアバタにうなずき反応モデル
を重畳した場合と音声に基づいて複数のひ
まわりが引き込み反応する音声駆動型身体

図 1 身体的プレゼンテーションシステム 

図２ タイピング駆動型身体引き込みチャットシステム InterChat 

図３ 音声駆動型身体引き込み絵画を配置したバーチャルコミュニケーション 



 

 

引き込み絵画をバーチャル空間に配置した
場合について、身体的コミュニケーションを
官能評価と行動解析により、身体的インタラ
クション効果を明らかにした（図３）。 

 

(4) 音声入力と意識的動作入力を併用した
身体引き込みキャラクタシステム 

音声入力からコミュニケーション動作を
自動生成する音声駆動型身体引き込みキャ
ラクタ InterActor に操り人形のメタファを
取り入れ、InterActor の音声入力による引き
込み動作と手指動作による意識的な操作入
力を併用したキャラクタInterPuppetを提案
してシステムを開発し、インタラクション・
コミュニケーション支援への有効性を示し
た。また、日常的に行われるモバイル環境で
のコミュニケーションを支援するためのモ
バイル InterPuppet を提案し、システムを開
発した。このシステムを使用し、モバイル環
境でのコミュニケーションを想定した評価
実験を行うことで、InterPuppet を携帯電話
に応用した場合の有効性を示し、コミュニケ
ーション支援インタフェースとしての特徴
を示した。さらに、より容易に使用者の意識
的動作をキャラクタに反映させるために、頭
部動作を直接キャラクタ動作に反映する「な
りきりケータイ」を開発し、自由に移動でき
る環境での評価実験を行うことで、なりきり
ケータイを普段のコミュニケーションに応
用した場合の有効性を示した（図４）。本シ
ステムは、リアルタイム性を重視した新たな
インタラクション・コミュニケーションイン
タフェースの基盤になるものである。 

 
 本システム・技術は、人とかかわるロボッ
ト・玩具、携帯電話・インターネット等の音
声インタフェース、ゲームソフト・音声認識
ソフトへの導入など、教育・福祉・エンタテ
インメントをはじめ人とかかわる広範囲な
応用が容易に可能であり、うなずく植物「ペ
コッぱ」など商品化されている。 
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